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１ 持続可能な地域公共交通の再構築について （６０分）                                                                               

 

私は、平成２８年３月定例会において、公共交通の充実・活性化に

ついて一般質問を行いました。 

当時、本市では、つるバス・つるワゴンの運行開始後、利用者数が大

きく増加しており、市からは、平成 28 年 4 月から平成 29 年 1 月まで

の 10 か月間で、つるバスが 14 万 4,796 人、つるワゴンが 9 万 6,648

人、合計 24万 1,444人が利用したとの答弁がありました。 

また、当時の藤縄市長からは、高齢化が急速に進展する中、小回り

の利く地域公共交通は、ますます必要性を増しており、坂戸市や日高

市との連携、つるワゴンの改善などに取り組んでいくとの答弁があり

ました。 

あれから 10年が経過しました。 

この間、本市を取り巻く社会状況は大きく変化しております。 

高齢化がさらに進み、運転免許を返納する市民や、自家用車を運転

できなくなる市民の増加が見込まれます。 

一方、公共交通事業を支える側では、運転士不足、人件費や燃料費、

車両費の上昇などにより、従来と同じ運行形態を維持することが難し

くなっています。 

また、高齢者だけでなく、こども、学生、障害のある方、妊産婦、自

家用車を持たない世帯など、市内移動に公共交通を必要とする市民は

幅広く存在します。 

地域公共交通は、単なる移動手段ではありません。 

通院、買物、通学、公共施設の利用、地域活動への参加など、市民が

地域で自立した生活を続けるための社会基盤であります。 

外出手段を確保することは、高齢者の健康維持や介護予防、孤立防

止にもつながります。 

令和 8年に改訂された鶴ヶ島市立地適正化計画においても、鉄道や

つるバスなどによる市内外への移動を確保する公共交通路線を「公共

交通軸」として位置づけています。 

市 長 
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今後は、既存のつるバス・つるワゴンを維持するという視点だけで

なく、市民の移動需要を改めて把握し、限られた車両、乗務員、財源

を効果的に活用する地域公共交通体系へ再構築していく必要があると

考えます。 

このような観点から、以下質問いたします。 

 

（１）平成 28年以降の地域公共交通政策の検証について 

ア 令和 7年度のつるバス・つるワゴンの路線別利用者数につい

て。 

イ 平成 28年 3月定例会において示された、ルート及びダイヤ

の改善、近隣自治体との連携、つるワゴンの輸送力向上などに

ついて、その後どのような検討及び取組を行ったのか。 

ウ この 10年間の地域公共交通政策について、市はどのような

成果と課題があったと評価しているのか。 

 

（２）公共交通不便地域について 

ア 市内の公共交通不便地域について、どのように評価している

のか。 

イ 高齢者が徒歩で停留所まで移動することを考えた場合、単に

停留所が存在するだけでなく、坂道、道路横断、歩道、夜間照

明、休憩場所なども含めて評価する必要があると考えるが、市

の見解は。 

ウ 今後、優先的に改善すべき地域はどこであると認識している

のか。 

 

（３）つるバス・つるワゴンの利便性向上について 

ア つるバスとつるワゴン相互の乗換えの利便性をどのように評

価しているのか。 

イ 高齢者などスマートフォンを利用しない市民に対する情報提

供について。 

ウ つるワゴンには、次の停留所を知らせる車内表示や自動音声 
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案内が十分ではない車両もあるが、改善する考えはあるのか。 

エ 車いす、シルバーカー、ベビーカーを利用する市民に対する

乗降環境をどのように評価しているのか。 

オ 停留所へのベンチ、上屋及び夜間照明の設置状況と、今後の

整備方針について。 

 

（４）市民参加による地域公共交通の改善について 

ア 鶴ヶ島市地域公共交通活性化協議会の協議内容や委員構成、

市民委員数について。 

イ 高齢者、障害者、子育て世帯、学生など、移動上の課題が異

なる市民の意見を協議会に反映する仕組みについて。 

ウ 路線及びダイヤの見直し前に、地域別の意見交換会やワーク

ショップを開催する考えはあるのか。 

エ 利用者から寄せられた要望、苦情及び改善提案を分類し、対

応状況を公表する考えはあるのか。 

 

 

 


